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モ
デ
ル
的
に
市
区
町
域
で
社
会
福
祉
法

人
連
絡
協
議
会（
以
下
、「
ほ
っ
と
か
へ

ん
ネ
ッ
ト
」）の
組
織
化
を
推
し
進
め

た
。ま
た
、県
社
協
は
2
0
2
0
年
計
画

の
重
点
的
取
り
組
み
の
１
つ
に「
社
会

福
祉
法
人
の
地
域
公
益
活
動
の
推
進
」

を
掲
げ
て
お
り
、平
成
28
年
度
以
降
は
、

経
営
協
と
県
社
協
が
協
働
で
設
立
を
支

援
し
て
い
る
。現
在
、県
内
25
市
区
町
で

設
立
さ
れ
て
い
る（
表
１
）。

　
そ
し
て
平
成
29
年
度
に
は
、ほ
っ
と

か
へ
ん
ネ
ッ
ト
の
代
表
者
を
委
員
と
す

る「
兵
庫
県
社
会
福
祉
法
人
連
絡
協
議

会
代
表
者
等
連
絡
会
」を
立
ち
上
げ
、各

市
区
町
の
活
動
に
関
す
る
情
報
共
有

や
、全
県
的
な
取
り
組
み
の
推
進
方
策

の
検
討
等
を
行
っ
て
い
る
。同
連
絡
会

で
は
、各
市
区
町
の「
活
動
の
見
え
る

化
」に
つ
い
て
重
点
的
に
検
討
し
、今

後
、県
社
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
通
じ

て
積
極
的
に
発
信
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
ほ
っ
と
か
へ
ん
ネ
ッ
ト
は
、各
地
域
で

社
会
福
祉
法
人
の
参
画
数
や
種
別
が
さ

ま
ざ
ま
な
上
に
、活
動
内
容
は
、地
域
の

特
性
に
応
じ
多
岐
に
わ
た
る
。次
に
一
事

例
と
し
て「
ほ
っ
と
か
へ
ん
ネ
ッ
ト
灘

（
神
戸
市
灘
区
）」を
紹
介
す
る
。

　
兵
庫
県
で
は
、「
ほ
っ
と
か
へ
ん
」を

合
言
葉
に
、市
区
町
域
で
複
数
の
社
会

福
祉
法
人
が
連
携
す
る
こ
と
で
、地
域

の
生
活・福
祉
課
題
の
解
決
を
図
る
取

り
組
み
を
進
め
て
い
る
。県
内
で
は
、社

会
福
祉
法
人
制
度
改
革
以
前
か
ら
、兵

庫
県
社
会
福
祉
法
人
経
営
者
協
議
会

（
以
下
、「
経
営
協
」）が
社
会
貢
献
活
動

の
奨
励
を
は
じ
め
、平
成
26
年
度
か
ら

　
神
戸
市
灘
区
で
は
、昭
和
56
年
か
ら

施
設
職
員
が
交
流
す
る
機
会
が
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、平
成
27
年
に
ほ
っ
と
か
へ

ん
ネ
ッ
ト
灘
の
設
立
を
準
備
。複
数
回

　社会福祉法人制度改革に伴い、社会福祉法人の責務
として「地域における公益的な取組」が位置付けられた。
　兵庫県では、各市町域において「社会福祉法人連絡協
議会（ほっとかへんネット）」を組織化し、その専門性や機
能を生かした取り組みが進められている。
　この特集では、社会福祉法人同士の連携による公益的
な取り組みについて、実践事例を通じて考える。

の
実
行
委
員
会
を
経
て
、平
成
29
年
2

月
に
23
法
人
が
参
画
し
て
設
立
し
た
。

役
員
会
は
年
度
初
め
に
活
動
方
針
を
決

定
し
、全
て
の
法
人
か
ら
選
出
さ
れ
た

メ
ン
バ
ー
で
実
務
者
会
を
設
け
、５
つ

の
分
科
会
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

　
民
生
委
員・児
童
委
員
と
の
交
流
会

は
、地
域
の
課
題
を
知
る
た
め
に
、地

域
を
よ
く
知
る
民
生
委
員・児
童
委
員

と
顔
が
見
え
る
関
係
を
築
い
て
い
き

た
い
と
い
う
思
い
か
ら
始
ま
っ
た
。交

流
会
で
は
、「
居
場
所
」が
テ
ー
マ
の
映

画
を
見
た
後
、意
見
交
換
を
行
い
、法

人
と
民
生
委
員・児
童
委
員
が
一
緒
に

地
域
を
見
守
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る

こ
と
が
確
認
さ
れ
、継
続
し
て
交
流
の

場
を
持
っ
て
い
る
。こ
れ
ら
の
活
動
を

通
じ
て
、法
人
間
の
職
員
同
士
、ま
た
、

地
域
の
民
生
委
員・児
童
委
員
と
顔
が

見
え
る
関
係
づ
く
り
が
進
ん
で
き
た
。

　
平
成
30
年
7
月
豪
雨
災
害
で
は
、篠

原
台
地
区
が
土
石
流
で
大
き
な
被
害

を
受
け
た
。約
１
か
月
間
、避
難
指
示

が
出
さ
れ
て
い
た
が
、指
示
が
解
除
さ

れ
る
と
、事
務
局
の
区
社
協
の
調
整
の

も
と
、側
溝
の
土
砂
出
し
や
災
害
ゴ
ミ

を
搬
出
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
行

わ
れ
、法
人
職
員
だ
け
で
な
く
、施
設
利

用
者
も
参
加
し
た
。さ
ら
に
、区
と
し
て

各
施
設
や
街
頭
で
募
金
活
動
を
行
い
、

自
治
会
に
届
け
る
な
ど
復
旧・復
興
に

力
を
注
い
だ
。こ
れ
を
機
に
、災
害
時
に

社
会
福
祉
法
人
と
し
て
、ほ
っ
と
か
へ

ん
ネ
ッ
ト
灘
と
し
て
地
域
で
ど
う
動
く

か
、職
員
の
意
識
が
高
ま
っ
た
。

　
「
今
後
も
、職
員
一
人
一
人
が
ア
ン
テ

ナ
と
し
て
意
識
し
、地
域
の
ニ
ー
ズ
に
耳

を
傾
け
、実
践
を
積
み
重
ね
、ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
生
か
す
か
ら
こ
そ
で
き
る
地

域
貢
献
活
動
を
展
開
し
、地
域
と
の
信
頼

関
係
を
構
築
し
て
い
き
た
い
」と
橋
本
賢

一
代
表
は
語
る
。

「
ほ
っ
と
か
へ
ん
ネ
ッ
ト
」の

設
立
経
緯
と
県
内
の
状
況

社会福祉法人が連携して、
地域のニーズに応える
～ほっとかへんネットの
　取り組みから～

　
ほ
っ
と
か
へ
ん
ネ
ッ
ト
の
取
り
組
み

は
、お
互
い
の
法
人
を
知
る
こ
と
か
ら
始

ま
る
。職
員
同
士
の
顔
が
見
え
る
関
係
性

を
土
台
に
、日
頃
の
地
域
に
対
す
る
思

い
、気
に
な
る
住
民
へ
の
対
応
方
法
な
ど

を
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
そ
し
て
、社
協
を
通
じ
て
地
域
の
民
生

委
員・児
童
委
員
や
自
治
会
役
員
等
か
ら

住
民
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
こ
と
が
と

て
も
重
要
で
あ
る
。社
会
福
祉
法
人
が
、

地
域
の
一
員
と
し
て
地
域
の
課
題
を
知

り
、住
民
と
共
に
考
え
、行
動
す
る
こ
と

が
地
域
づ
く
り
を
推
進
す
る
。

　
ほ
っ
と
か
へ
ん
ネ
ッ
ト
は
、ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
作
る
こ
と
だ
け
が
目
的
で
は

な
い
。社
会
福
祉
法
人
同
士
の
連
携
に

加
え
、地
域
団
体
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、行
政

等
と
い
っ
た
多
様
な
機
関・団
体
と
一

層
連
携
し
、地
域
の
課
題
を
解
決
す
る

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
な
る
こ
と
が
、

社
会
福
祉
法
人
の
使
命
を
果
た
し
、社

会
か
ら
の
信
頼
に
応
え
る
こ
と
に
つ
な

が
っ
て
い
く
。

表1　社会福祉法人連絡協議会の設立状況 ※平成31年2月末時点

～平成26年度 伊丹市、南あわじ市、神戸市垂水区

平成27年度 丹波市、佐用町、篠山市、神戸市東灘区、
  神戸市兵庫区、神戸市西区

平成28年度 宝塚市、神戸市灘区、神戸市長田区、
  神戸市須磨区

平成29年度 神戸市北区、明石市、小野市、三田市、加西市、
  神戸市中央区

平成30年度 加東市、たつの市、川西市、豊岡市、赤穂市、西脇市
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課
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セ
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フ
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使
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。

地
域
の
ニ
ー
ズ
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知
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、

応
え
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頃
の
つ
な
が
り
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災
害
時
に
も
生
か
す

事
例（
兵
庫
県
神
戸
市
灘
区
）

５
つ
の
分
科
会
活
動
の
内
容

①
複
合
的
な
相
談
活
動：月
1

回
、小
規
模
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
が
閉

所
し
て
い
る
日
曜
日
に
開
催
さ

れ
る
居
場
所（
カ
フ
ェ
）を
活
用

し
て
相
談
窓
口
を
設
置
。将
来
、

複
数
の
相
談
窓
口
を
立
ち
上
げ

る
予
定
。

②
災
害
時
の
要
援
護
者
支
援：福

祉
避
難
所
の
勉
強
会
等
を
開
催
。

③
地
域
の
公
益
的
な
活
動：民
生

委
員・児
童
委
員
と
の
交
流
会
や

講
演
会
を
開
催
。

④
合
同
研
修
会：滋
賀
県
の「
縁
」

子
ど
も
の
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
視

察
等
。

⑤
Ｐ
Ｒ
活
動：地
図
つ
き
の
Ｐ
Ｒ

チ
ラ
シ
を
地
域
や
関
係
機
関
に
配

布
、地
域
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
等
。
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